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池袋・地球飯店にて忘年会（2017.12.20） 

      後列左より、遠藤敬子、堀川ゆき子、歌津マリ子、井上めぐみ、宮垣 弘 

      前列左より、高木 登、岩槻市三、チューター（関場理一）、篠原順子 

 

    

    夏季特別プログラム懇親会（2017.08.30）雑司が谷地域文化創造館会議室１Aにて 

       

     後列左より、チューター（関場理一）、尼理愛子、高木 登、阪口美由紀、久野壱弘 

      後列左より、北村青子、倉橋秀美 （敬称略、下線のある名前は出演者） 
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（上段左）３幕１場の朗読劇、左から 

四竃信行（タイタス）、堀川ゆき子（ラヴィニア）、遠藤敬子（マーカス） 

（上段右）２幕４場の朗読劇、左から 

チューター（マーカス）、堀川ゆき子（ラヴィニア） 

（下段）出演者の朗読劇、画面奥の左から 

倉橋秀美（ラヴィニア）、久野壱弘（タイタス）、北村青子（タモーラ） 
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